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ふれあい情報 
 2016 年 11 月 15 日（火） 第 239 号 

退
職
者
連
合
は
、
「
介
護
保
険
制
度
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
11
月

7
日
午
後
1
時
30
分
か
ら
連
合
会
館
2
階
会
議
室
で
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

産
別
・関
連
退
連
を
は
じ
め
北
海
道
、
千
葉
、
新
潟
、
岡
山
、
高
知
、
長
崎
な
ど
の
地
方

退
職
者
連
合
も
含
め
、
会
員
80
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
厚
生
労
働
省
老
健

局
介
護
保
険
計
画
課
長
の
竹
林
悟
史
課
長
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
、
一
○
○
ペ
ー

ジ
を
超
え
る
資
料
を
示
し
な
が
ら
介
護
保
険
制
度
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
、
次
期
制

度
改
正
の
検
討
状
況
を
中
心
に
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

介
護
保
険
制
度
を
テ
ー
マ
に
学
習
会
開
く
（
11
月
7
日
） 

持
続
可
能
な
制
度
に
す
る
こ
と
が
重
要  

竹
林
課
長 

 

▲竹林悟史 課長 

講
演
で
竹
林
課
長
は
、
次
期

制
度
改
正
に
向
け
た
厚
労
省
社

会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会

で
の
主
な
検
討
内
容
を
紹
介

し
、
と
く
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
推
進
や
持
続
可
能
な

介
護
保
険
制
度
の
確
保
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
と
述
べ
ま
し

た
。 さ

ら
に
保
険
者
等
に
よ
る
地

域
分
析
と
対
応
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
あ
り
方
、
介
護
人
材

の
確
保
、
軽
度
者
へ
の
支
援
の

あ
り
方
や
福
祉
用
具
・
住
宅
改

修
と
い
っ
た
給
付
サ
ー
ビ
ス
の

あ
り
方
、
負
担
の
あ
り
方
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。 

今
回
の
介
護
を
テ
ー
マ
と
し

た
学
習
会
は
、
8
月
の
年
金
学

習
会
に
続
く
も
の
で
す
。
介
護

を
巡
る
テ
ー
マ
は
、
地
方
退
職

者
連
合
が
毎
年
地
域
で
実
施
し

て
い
る
自
治
体
要
請
の
中
で
大    

 
  

き
な
比
重
を
占
め
て
い
ま
す
。

要
請
行
動
に
連
動
し
て
こ
う
し 

た
学
習
会
が
開
か
れ
た
こ
と

は
、
行
動
す
る
退
職
者
連
合
の

取
り
組
み
と
い
え
ま
す
。
実
際

に
質
疑
応
答
で
は
、
こ
の
自
治

体
要
請
で
見
え
て
き
た
問
題
点

を
ベ
ー
ス
に
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
な
お
、
退
職
者
連
合
で
は
、

今
後
、
医
療
制
度
問
題
に
つ
い

て
も
学
習
会
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。 

 

（主
な
質
問
要
旨
） 

・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に

お
け
る
県
の
役
割
は
何
か
。
地

域
で
要
請
行
動
を
行
っ
た
結

果
、
小
さ
い
市
町
村
ほ
ど
介
護

人
材
不
足
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
県
が
責
任
を
も

っ
て
人
材
養
成
す
る
べ
き
な
の

で
は
な
い
か
。（
岡
山
退
連
） 

・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で

は
、
市
町
村
が
主
体
と
な
り
、

医
療
と
介
護
の
連
携
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
。（
神
奈
川
シ
ニ
ア
） 

・
無
届
け
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に

つ
い
て
、
厚
労
省
発
表
の
数
と

Ｎ
Ｈ
Ｋ
発
表
の
数
が
違
う
。
こ

の
差
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。（
神

奈
川
シ
ニ
ア
） 

・
消
費
税
10
％
へ
の
引
き
上
げ

が
延
期
に
な
っ
た
こ
と
で
、
社

会
保
障
費
が
締
め
付
け
ら
れ
、

社
会
保
障
の
ひ
ず
み
が
生
ま
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。（
神
奈

（
二
面
に
続
く
） 

▲竹林課長の説明に熱心に聞き入る参加者。（11月7日、連合会館） 



2016年 11月 15日（火） NO239号      ふれあい情報                      (2） 

 

 

 

 

 

 

鳥
取
高
退
連
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
見
え
て

く
る
も
の
は
、
退
職
者
連
合
が
め
ざ
す
地
域
・
地

区
活
動
の
一
つ
の
姿
で
す
。 

人
生
九
○
年
時
代
を
向
か
え
、
元
気
な
高
齢
者

や
退
職
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
集
う
意
義
に

は
三
つ
あ
り
ま
す
。 

第
一
は
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
・
親
睦
な

ど
余
暇
活
動
を
通
し
た
「
文
化
的
で
健
康
的
な
暮

ら
し
」
の
充
実
で
す
。
第
二
は
、
生
涯
現
役
と
し

て
「
社
会
に
役
立
ち
た
い
」
と
の
思
い
を
実
現
す

る
こ
と
で
す
。
身
近
な
場
所
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
、
社
会
貢
献
と
し
て
「
生
き
が
い
づ
く
り
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
こ
う
し
た
活
動
は
、

生
活
し
て
い
る
地
域
（
地
元
）
で
生
涯
に
わ
た
っ

て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＝
地
域

づ
く
り
」
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
第
三
に

は
、
医
療
や
介
護
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
地
方
行
政

に
高
齢
者
や
退
職
者
の
声
を
積
極
的
に
意
見
反

映
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
の
学
習
会

を
し
っ
か
り
開
く
こ
と
も
大
切
で
す
。 

こ
う
し
た
意
義
を
退
職
者
連
合
で
は
、「
生
き

が
い
づ
く
り
」「
健
康
寿
命
づ
く
り
」「
仲
間
づ
く

り
」「
地
域
づ
く
り
」
＝
「
四
つ
の
お
達
者
づ
く

り
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

 

退職者連合 

川
シ
ニ
ア
） 

・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
は
「
介
護
離

職
ゼ
ロ
」
が
う
た
わ
れ
て
い
る

が
、
実
証
さ
れ
て
い
る
の
か
。
在

宅
介
護
の
充
実
と
い
っ
て
も
、
介

護
休
暇
が
取
れ
な
い
現
状
だ
。
制

度
は
あ
っ
て
も
使
え
な
い
、
絵
に

描
い
た
餅
と
な
っ
て
い
る
の
で

は
。（
東
京
高
退
連
） 

・
訪
問
介
護
で
、
生
活
援
助
と
身
体

介
護
を
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と

に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
自
治
退
） 

 
 
 
 
 

（
学
習
会
資
料
は
、
退
職
者
連
合 

の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
） 

  

「給付型奨学金制度創設等を求めるアピール」 
阿部会長が賛同呼びかけ人に 

 
奨学金制度の改革に取り組む中

央労福協（神津里季生会長）から、

給付型奨学金制度の創設を柱とす

る奨学金制度の改善、教育費負担の

軽減等を求めるアピールへの賛同

と呼びかけ人就任の要請がこのほ

どありました。 

退職者連合では、阿部保吉会長が

呼びかけ人として名前を連ねまし

た。 

中央労福協では、貸与から給付

へ、有利子から無利子への流れをつ

くり、よりよい奨学金制度に改善す

るために、今秋から来年の通常国会

にかけて、関係省庁、国会議員、政

党等への要請行動を行ないます。 

また11月 14 日には、中央労福協

などが主催して「奨学金制度の拡充

を求める 11.14 市民集会」を星陵会

館で開催しました。当日は 340 人が

集まり、退職者連合からは 6 名が参

加しました。                 

 

 

安
心
の
介
護
保
険
制
度
の
確
立
と
介
護
人
材
の
処
遇
改
善
実
現
を
求
め
る
11
・
11
市
民
集
会 

「声
を
あ
げ
、
行
動
し
よ
う
」と
の
ア
ピ
ー
ル
採
択 

連 合 

退
職
者
連
合
は
、
11
月
11

日(

金)

18
時
30
分
か
ら
ニ
ッ

シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
（
都
内
・
港
区
）

で
開
催
さ
れ
た
連
合
主
催
の

「
安
心
の
介
護
保
険
制
度
の
確

立
と
介
護
人
材
の
処
遇
改
善
実

現
を
求
め
る
11.

11
市
民
集

会
」に
協
力
団
体
と
し
て
参
加
。

安
心
の
介
護
保
険
制
度
づ
く
り

と
介
護
離
職
を
さ
せ
な
い
社
会

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
連
合
と

と
も
に
現
退
連
携
の
「
力
合
わ

せ
」
を
行
い
ま
し
た
。 

連
合
組
合
員
な
ど
５
０
７

名
が
集
ま
り
、
退
職
者
連
合
か

ら
も
65
名
が
参
加
し
た
集
会

で
は
、
連
合
の
逢
見
直
人
事
務

局
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
、

「
高
齢
社
会
を
よ
く
す
る
女

性
の
会
」
代
表
の
樋
口
恵
子
氏

の
基
調
報
告
を
受
け
て
、
介
護

を
利
用
す
る
高
齢
者
の
立
場

か
ら
、
退
職
者
連
合
の
阿
部
保

吉
会
長
が
登
壇
。「
す
べ
て
の

国
民
が
尊
厳
を
持
っ
て
人
生

を
全
う
す
る
。
そ
の
た
め
に
は

介
護
保
険
制
度
が
最
も
重
要

だ
。
質
の
高
い
介
護
保
険
制
度

を
作
る
た
め
に
努
力
し
て
い

き
た
い
」
と
参
加
者
に
訴
え
ま

し
た
。 

こ
の
日
の
採
択
さ
れ
た
ア

ピ
ー
ル
で
は
、「
働
く
者
、
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
者
、
利
用
者
を

支
え
る
家
族
、
み
ん
な
が
一
丸 

と
な
っ
て
、
介
護
保
険
制
度
を
よ
り
よ
い
も

の
に
す
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
声
を
あ

げ
、
行
動
し
よ
う
」
と
訴
え
て
お
り
、
安
心

の
介
護
保
険
制
度
の
確
立
に
向
け
た
「
行
動

す
る
退
職
者
連
合
」
の
一
層
の
奮
起
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
（阿
部
会
長
あ
い
さ
つ
は
、
退
職

者
連
合
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
） 

退職者連合６５名が参加 

◇ 
 
 
 
 
 
 

◇ 

▲集会では、ともに「行動しよう」と誓いあった。円内は阿部会長。 

▲集会では、一日も早い給付型奨学金制度の導入を求めた 


